
様式３ 

(材質）

区　分
　1．森づくり 2．森の恵み 3．森と技

　　【物・文化財・風景など実態のあるもの】

ふくしまの森林文化調査カード №３７

県　HP公開の可否　(　可　・　否　）

　4．森と暮らし 5．森の文化財 6．森の風景

明光寺は徳一大師が開いたと伝えられている。木造十一面観音立像は１２世
紀の作。

分野（ふりがな）
（分野） （ふりがな）

一木造りの仏像 いちぼくづくりのぶつぞう

－

タイトル

－

木造十一面観音立像

由来(年代)

伝承地域 明光寺（会津若松市御山）

地域独特の呼び方 －

－

福島県立博物館（℡：0242-28-6000）　明光寺（℡:0242-26-0160）

会津若松駅から約6km

文化財等の指定状況 福島県指定重要民俗文化財

見頃

問い合せ先

交通アクセス

内容

大きさ・材質
(大きさ)

像高１８８．２cm

　木造十一面観音立像は頭から腕なども含めて一本の木から彫りだされてい
る。ノミの跡が残されているが、荒々しさの表現というよりは木の質感を表現し
ているものと思われ、全体的に穏やかな姿になっている。



木造十一面観音立像（明光寺）

写真：木造十一面観音立像（明光寺）

◇一木造

　【フリーフォーマット】

　キーワード

　福島県内の仏像を最もよく調査研究している若林繁氏（家政大学教授）によると、一
木造とは「頭部から体躯へと、像の中心となる部分を一本の木から彫りだしていく技法
である。両腕や脚部など、像の中心部から大きく出た部分に別の材を寄せても頭体の
像の中心部が一材で彫りだされていれば一木造の像」という。
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